
各種分析

《葉身分析一式》
貯蔵性炭水化物
全炭水化物
全糖
全窒素
リン酸
カルシウム
マグネシウム
カリウム
銅
亜鉛
鉄
マンガン
ケイ酸

分　析　項　目 価　格 備　　　　　　考分　析　方　法

近赤外分光法

顕微鏡観察、培養

希釈平板法

芝生の刈りカスから各成分の含有率を測定
年次変動の確認及び肥料散布後の確認など、肥培管理のサポートに役立つ

罹病芝の観察、培養により病気の原因を的確に判断
バクテリアの数を糸状菌の数で割り算出。桁数が多ければ多いほど状態の良いグリ
ーンといえる
ソイルサンプラーで採取した芝の根を水で洗浄し、スキャナーで２次元の画像にす
ることで、ルートマット層や根の状態を視覚的にチェック出来る
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病原菌検定
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画像解析

【採取方法と量】
・葉身………両てのひら山盛り一杯　できれば、乾燥して送付してください
・病気………ホールカッターで病斑と健全部の境目が中央になるように採取してください
・画像解析…ソイルサンプラーでエアレーション跡が中央になるように採取し、乾燥を防ぐ為ビニール等に梱包し固定してください
・BF値………ホールカッター１コ分（深さ３～５cm）の土壌を採取し、乾燥しないように、ビニール袋等に入れて送付してください

　各サンプルに、サンプル名（コースNo等）、採取日、分析項目の記載をお願いします
　夏季（５～10月）はクール便を利用してください（乾燥済葉身分析サンプルを除く）
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商　品　名 荷　姿 成　分　名 毒性 魚毒性 備　　　　考価　格

グリーンフィールド粒剤
グリーンフィールド水和剤
ショートキープ液剤
ビオロックフロアブル
ドラード液剤
プロキシ液剤　

5kg×2
500g×4
1L×5
100ml×8
1L×3
1L×6

26,500
136,000
80,000
52,000
90,000
96,000

㎡当りの使用量　日本芝10～20g、西洋芝５～10g
㎡当りの使用量　西洋芝0.025～0.075g、日本芝0.1～0.2g　0.25～0.3L水量
㎡当りの使用量 0.5～1.0ml、水量 0.1～0.2L
㎡当りの使用量　0.02～0.08ml（日本芝・ブルーグラス・ベント）、20倍（日本芝への無人ヘリコプター散布）
スズメノカタビラの出穂抑制　㎡当りの使用量　0.6～1.2ml、プロキシ混用の場合　0.3～0.6ml
スズメノカタビラの出穂抑制　㎡当りの使用量　1.0～1.5ml、水量0.1～0.2L

フルルプリミドール
フルルプリミドール
ビスピリバックナトリウム塩
プロヘキサジオンカルシウム塩
ベンジルアミノプリン
エテホン
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